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□為替レートは、１ドル：111.2円、１ユーロ：129.6円、１元：16.8円です。前年比で、円はドル、ユーロ、元に対して円安
となりました。また、その他の通貨に対しても、同様に円安となりました。

□2017年度の連結売上高は、前年比+38.7％増収の2兆5,011億円、営業利益は+56.0％増益の2,715億円となり
ました。営業利益率は+1.2ポイント増の10.9％です。

□売上高は、円安と物量増、およびKMCの新規連結の影響で増収となりました。

□純利益は前年比+73.2％増益の1,964億円です。

□なお、昨年10月に公表した予想値との比較においても、売上高・営業利益・純利益ともに上回りました。



□建設機械・車両の売上高は、前年比+44.7％増収の2兆2,809億円、セグメント利益は
+70.7%増益の2,759億円となりました。北米・中国・アジアなどでの売上の増加に加え、KMC
の新規連結の影響により増収となりました。セグメント利益は、KMCの一時費用のマイナス影
響でKMCは営業損失ですが、従来コマツの方で利益が拡大した結果、全体として増益となりま
した。

□リテールファイナンスの売上高は、前年比+22.8％増収の603億円、セグメント利益は
+191.1％増益の129億円となりました。主に北米で資産が増加したことなどに伴い、増収と
なりました。セグメント利益は主として、2016年度に中国で計上した引当金の影響が無くなっ
たことにより増益となっています。

□産業機械他の売上高は、前年比▲2.9%減収の1,854億円、セグメント利益は+16.0％増益の

144億円となりました。ワイヤーソーの販売減少があったものの、自動車業界向けの工作機械
の販売が増加し、増益となりました。
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□建設機械・車両の売上高は、前年比+44.8％増収の2兆2,673億円。そのうち、KMCを除く従来コ

マツの売上高は前年比+24.5％増収の1兆9,494億円となりました。

□従来コマツの売上高は、すべての地域で増加。特に、北米・中国・アジアでの売上高が増加しました。

□従来コマツの売上高に占める戦略市場比率、およびKMCを含む全体の売上高に占める戦略市場

比率はそれぞれ55％、54%となりました。
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□売上高は物量の増加、為替のプラス影響に加え、KMCの新規連結の影響により、前年比+7,043
億円の増収となりました。

□セグメント利益はKMCの一時費用のマイナス影響があるものの全体としては+1,142億円の増益と
なり、売上高セグメント利益率は前年比+1.8ポイント改善し、12.1％となりました。



□リテールファイナンスの資産は、主に北米等で販売が増えたことにより増加しました。

□収益については、中国で計上した引当金の影響が無くなったことにより増益となりました。
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□自動車業界向け工作機械の販売増加があった一方、鍛圧機械やワイヤーソーおよび防衛省向け製

品の販売減少により、産業機械他部門の売上高は、前年比▲2.9%減収の1,854億円、セグメント

利益は前年比+20億円増益の144億円、セグメント利益率は前年比で+1.3ポイント増の7.8％と

なりました。
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□総資産は3兆3,725億円となり、前年度末比で+7,160億円増加しました。KMCの新規連結の影響、

および受取手形・売掛金、棚卸資産が増加したことに伴うものです。KMCの新規連結と為替の影

響を除いた従来コマツの実質差は+2,208億円の増加です。

□棚卸資産については、前年度末比で+1,963億円増加しました。KMCの新規連結と為替の影響を

除いた従来コマツの実質差は+928億円の増加です。これは需要増に対応するための在庫積み増

しによるものです。

□借入金・社債は、KMC買収等により、前年度末比で+4,018億円増加の8,105億円となりました。

KMCの借入金・社債の残高は1,015億円です。

□株主資本比率は前年度末比▲10.0ポイント減の49.4％となりました。
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 次に、中期経営計画の経営目標について2年目の進捗状況をご説明いたします。

 上のグラフは過去からの業績の推移を示しており、下の表では、中期経営計画の経営目標の

進捗状況をまとめております。

 2017年度の売上高成長率は対前年+38.7％、前中計最終年度の2015年度との比較では、

+34.8%となります。また、営業利益率は10.9％と昨年度の9.7％から更に改善しました。

 ROEについては、昨年度の実績7.3％から12.1％と4.8ポイント改善し目標としている10％レ

ベルを上回りました。

 リテールファイナンス事業については、ROAは若干の未達となりましたが、ネットD/Eレシオにつ

いては、3.50倍となり、引き続き5倍以下となっております。
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□ こちらでは中期経営計画の３つの基本戦略について、主な活動実績と2018年度以降の課題を

まとめております。

□イノベーションによる成長戦略、既存事業の成長戦略、土台強化のための構造改革の3つの経営

戦略に取り組んでおりますが、全体としてはほぼ計画どおりに進んでおります。
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□為替レートの前提は、１ドル：100円、１ユーロ：123円、１元：15.8円です。

□2018年度の業績見通しについては、物量は増加するものの、為替のマイナス影響により、連結売上高が前年並み
の2兆5,030億円となる見通しです。

□利益は、為替のマイナス影響があるものの、物量増やKMCの一時費用が大幅に減少する事により、営業利益は
+24.8％増益の3,390億円、売上高営業利益率は+2.7ポイント増の13.5％、となる見通しです。また純利益は
2,260億円となる見通しです。

□ ROEは前年比+1.3ポイント増加の13.4％になる見通しです。



□建設機械・車両は、前年比▲0.5%減収の2兆2,700億円、セグメント利益は+15.2％増益の
3,180億円となる見通しです。

□リテールファイナンスの売上高は、前年比▲12.1%減収の530億円、セグメント利益は▲7.4%
減益の120億円となる見通しです。

□産業機械他の売上高は、前年比+12.2%増収の2,080億円、セグメント利益は+24.5%増益の
180億円となる見通しです。
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□2018年度は中国、アジアなどの戦略市場を中心とした売上の増加、及び販売価のアップを見込む
ものの為替のマイナス影響により全体としてほぼ横ばいとなる見通しです。なお、為替影響を除く
ベースでは、日本を除く全ての地域でプラスとなる見通しです。

□戦略市場の比率は、前年度の54％から56％に拡大する見通しです。



□売上高は、中国、アジアなどの戦略市場を中心とした売上の増加、及び販売価のアップによる増収
を見込む一方、為替のマイナス影響により、前年比▲109億円の減収となる見通しです。

□セグメント利益は、円高による減益の影響はあるものの、KMC一時費用のマイナス影響が前年比
大幅に減ること、また従来コマツでの物量差益、及び販売価格アップによるプラス影響により、全
体として増益となる見通しです。
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□2016年度の数値はコマツの決算期に組み替えて表示しています。当社の連結決算にはま
だ入っていない時期の数字です。

□2017年度のKMCの売上高は、前年比+19.4％増収の3,178億円となりました。うち、本体

は前年比+20.8％増の611億円、部品は前年比+16.7％増の1,134億円、サービス等は前

年比+21.1％増の1,433億円という状況です。

□セグメント別の売上高比率は、露天掘り、坑内掘り、いずれも50％となりました。

□一時費用を除く営業利益は353億円です。一時費用▲478億円を含めると▲124億円の営

業損失となりました。

□PPA(Purchase Price Allocation)による償却費は▲402億円であり、そのうち棚卸資産に係

る金額は▲258億円です。

□2018年度のKMCの売上高は、物量は増加するものの、為替の影響により前年比▲0.9％減

収の3,150億円となる見通しです。

□2018年度の一時費用を除く営業利益は微増となる見込みです。2017年度に比べ、一時費

用が大幅に減少することで、一時費用を含む営業利益は255億円、営業利益率は8.1％と

なる見通しです。
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□KMCとの統合初年度の2017年度に、想定を上回るシナジー効果を確定しております。金額は、税
引前利益のベースで約25億円ですが、ここには業績への寄与が2017年度以降のものも含んでい
ます。

□市場の回復を追い風に、本体や部品の新規受注を順調に獲得しております。

□また、コマツとKMC双方の拠点をお互いに活用することでサービス、部品やコンポーネントの再生事
業であるリマン/リビルドの売上も増加しています。

□共同購買や資金調達の統合によるコスト削減も着実に進めております。

□2018年度は更にシナジー効果の拡大が見込まれます。
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□リテールファイナンスの資産は、北米、中国、オセアニア等での取組増に伴い伸張する見通しですが、

収益については、主に為替の影響により減収減益となる見通しです。



□産業機械他の売上高は、自動車業界向け工作機械の販売伸張、新型サーボプレスの市場導入に

よる拡販等により、前年比+12.2%増収の2,080億円、セグメント利益は前年比+35億円増益の

180億円となる見通しです。
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□ 主要7建機および鉱山機械の需要につきましては、従来コマツのベースでの推移を表して

います。数字については当社推定の速報値です。22ページから28ページまでが該当しま

す。

□2017年度の需要は、前年比+24％の増加となった模様です。

□中国、東南アジアなど戦略市場の需要増に加え、北米をはじめとした伝統市場の需要も堅

調に推移しました。

□2018年度は引き続き中国やインドネシアで伸びが期待でき、全体としては+5％～+10％の

需要増加と見ております。



□2017年度の日本の需要台数は、前年比+5％の増加となった模様です。

□上期は国内排ガス規制前の駆け込み需要がありましたが、下期はその反動減で新車需要が
減少しました。年間合計では増加となりました。

□ 2018年度の需要見込みにつきましても、引き続き2017年度下期からの反動減の影響が出
るものと考えられ、前年比▲5％～ ±0％と見ております。
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□2017年度の北米の需要は、前年比で+15％の増加となった模様です。

□特にカナダは一般ユーザ向け、レンタル向けともに回復し、また、アメリカではインフラ

およびエネルギー関連向けを中心に需要は堅調に推移し、低迷していたレンタル向けも増

加しました。

□2018年度についても、引き続き堅調に推移すると思われ、全体の需要は前年比+5％～+10％

の増加になると見ています。
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□2017年度の欧州の需要は、前年比+8％の増加となった模様です。

□ドイツを中心とした主要市場および北欧についても需要は堅調でした。

□ 2018年度は、Brexitの影響などの不安要素はあるものの、全体としては前年比+3％～

+8％の需要増加と見ております。
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□ 2017年度の中国の需要は、第4四半期で+45％と伸び率は鈍化しましたが、年間では前年

比+80％の増加となった模様です。

□全国的にインフラ工事が進行したことにより一般建機の需要が伸長しました。四半期ベー

スでは、2016年度第2四半期から7四半期連続で需要は対前年同期比でプラスです。

□2018年度についても、需要の伸びは続くと見ておりますが、伸び率は鈍化し、前年比

+20％～+30％の増加と見ております。
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□2017年度の東南アジアの需要は、前年比+28％の増加となった模様です。

□最大市場のインドネシアで特にマイニングの需要が増加しました。

□2018年度はインドネシアが引き続き牽引し、東南アジア全体の需要は前年比+8％～+13%
の増加と見ております。
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□2017年度の鉱山機械の需要は前年比+60％の増加となった模様です。

□2018年度も引き続きインドネシア、オセアニア、アフリカなどで需要の増加が見込まれ、

伸び率は+10％～+20％程度になると予想しています。



□2017年度の鉱山機械の売上高は、前年比+115％増収の9,302億円、KMCを除く従来コマ

ツの売上高は前年比+41％増加の6,124億円となり、本体・部品・サービスともに売り上

げが増加しました。

□2018年度は、物量は増えるものの、為替のマイナス影響が大きく、前年比▲3％減の

9,029億円となる見通しです。為替影響を除くと前年比+7％増と見ております。
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□ 2017年度の部品の売上高は、前年比+52％増加の5,768億円、KMCの新規連結影響を除く

と+22％増となりました。内訳は一般建機が+15％増、鉱山機械は+29％増です。

□ 2018年度の売上高は、アフターマーケットの需要を確実に取り込み、物量は増えるもの

の、為替のマイナス影響で前年比▲5％減の5,500億円の見通しです。為替影響を除くと

前年比+4％増と見ております。
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□レンタル資産投資を除く生産設備等の投資では、KMCの工場再編投資や、国内工場の労働力不

足への対応等を実施する予定です。

□研究開発費は、キーコンポーネントや分野別・地域別商品開発の他、無人化等のイノベーションに

よる次世代商品開発に引き続き重点投資していきます。

□固定費は、KMC等の新規連結会社の影響およびICTによる業務改革等の先行投資により増加予

定です。
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□ 鉱山機械本体の、受注と売上の指数の推移を示しております。

□ グラフは、直近6ヶ月間の新車の受注額を、同じく6ヶ月間の売上高で割った指数の推移です。
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□ KMC製の鉱山機械本体の、2015年9月以降の受注と売上の指数の推移を示しています。

□ 上段がロープショベルやブラストホールドリルなどの露天掘り機械について、下段がコンティニュアス

マイナやシアラーなどの坑内掘り機械についての指数の推移です。
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□ 産業機械の、受注と売上の指数の推移を示しています。グラフは、直近6ヶ月間の本体の受注額

を、同じく6ヶ月間の売上高で割った指数の推移です。
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